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令和８年度 短期履修学生制度に関する取組について 

教職大学院カリキュラム委員会 
 

  短期履修学生制度を希望されていた方は、入学試験の合格と同時に短期履修学生として入学すること

が認められますので、以下のとおり入学前教育プログラムについてご案内いたします。 

 

1. 短期履修学生制度の目的と概要 

北海道教育委員会及び札幌市教育委員会からの派遣教員を対象とし、２年間で設定されている教育課程

を１年間に短縮して履修する制度です。短期履修学生制度適用に当たっては、「教育実践論文・研究業績等

報告書」を出願時に提出していただく必要があります。この制度適用の可否は、「教育実践研究論文・研究

業績等報告書」を基に判定します。短期履修学生として認められた場合は、授業料は原則として１年分

の授業料となります。また、入学前教育プログラムに必ず参加することとし、希望により修了後フォロ

ーアッププログラムへ参加することが可能です。なお、入学後、１年間での修了が困難になった場合に

は、定められた修業年限（２年）への変更も可能です。この場合は、授業料は通常通りとなります。 

 

2. 入学前教育プログラムについて 

(1) プレ指導教員との相談 

・研究計画書と口述試験をふまえて、大学院側でプレ指導教員を決定します。 

・プレ指導教員から、電話あるいはメールで入学予定者に連絡し、今後のプログラムの進め方について

相談をします。 

・後述する(2)(3)について、プレ指導教員と相談して進めます。 

・なお、研究課題や他の事由により、入学後に指導教員が変わる場合もあります。 

(2) 修了予定者の研究発表会への参観と報告（入学前レポート 1） 

・3 月修了予定者の発表会をもとに、自らの研究を具体化する視点を学びます。 

・修学校の発表会の動画を視聴の上、入学前レポート 1 を記述し、4/3までに提出してください。 

※修学校の発表会に実際に参加も可とします。 

※動画視聴の詳細は、指導教員から連絡します。 

 

修学校 日 時（時程は予定） 会 場(予定) 

札幌校 2026 年 2 月 7 日（土）時程は調整中 
会場も調整中です。決まり次第、プレ指導教員か

ら連絡いたします。 

旭川校 2026 年 2 月 14 日（土）13 時～17 時  北海道教育大学旭川校第1会議室 (P棟3階) 

釧路校 2026 年  2  月  7  日（土）13 時～17 時 北海道教育大学釧路校201講義室 

函館校 2026 年 2 月 7 日（土）時程は調整中 
会場も調整中です。決まり次第、プレ指導教

員から連絡いたします。 

(3) 研究課題に関連する先行研究の整理（入学前レポート 2） 

・１年間で実践論文をまとめるにあたり、研究課題に関わる先行研究の一部を、入学前に整理します。 

・プレ指導教員と相談の上、入学前レポート 2 にまとめ、4月3日（金）までに提出してください。 

※なお、上記入学前レポート 1 および入学前レポート 2、入学後の個別課題レポート３本を合わせて、

教育実践研究プロジェクトⅢ（2 単位）の単位として認定しますので、未提出の場合は 1 年間で修了す

ることができなくなります。 

 

3. 修了後フォローアッププログラムについて 

(1) プログラムの概要 

短期履修学生として修了した院生の希望者に対して、修了後 1 年の間に、在校時と同じように修了生が

大学に来校して指導教員から指導等を受けたり、指導教員が修了生の勤務校を訪問するなどして修了生に

研究協力や指導等を行ったりするものです。 

(2) プログラムの流れ 

①修了前に希望調査を実施します。 

②指導教員と相談しプログラム内容を計画し、１年間のプログラムを実施します。 

③プログラム終了の年度末に，報告書（成果資料添付）を提出します。 

以上
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令和８年度 短期履修学生制度を利用する学生への課題措置について 

教職大学院カリキュラム委員会 

１ 科目名 教育実践研究プロジェクトⅢ（2 単位） 

 

２  目  的     短期履修学生制度を利用する学生に対し、これまでの教職経験における自己の課題や

研究テーマの変遷を振り返るとともに、様々な先行研究を広く学ぶことなどをレポー

トにまとめることにより学びの質を保証する。 

 

３ レポート課題（参考） 

今年度の取組を次年度も継続する予定ですが、内容、期日等は次年度に変更する可能性があります

ので、参考としてください。①②はメールでのやり取り、③④⑤はClassroom です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ①②については、プレ指導教員及び各校カリキュラム委員（担当者）にメール添付で提出。 

・カリキュラム委員（担当者）⇒清都 康雄（札幌）kiyoto.yasuo@s.hokkyodai.ac.jp 

永浦 拡（旭川）nagaura.hiromu@a.hokkyodai.ac.jp 

森 健一郎（釧路）mori.kenichiro@k.hokkyodai.ac.jp 

山口 好和（函館）yamaguchi.yoshikazu@h.hokkyodai.ac.jp 

・プレ指導教員 ⇒ 合格発表後、プレ指導をいただいている各校の教員 

※ ③④⑤課題の提示は、課題提示時期にカリキュラム委員会から GoogleClassroom で配信する。 

※ 課題の提出は対象の院生からカリキュラム委員会に GoogleClassroom に提出する。 

 

４ 評価について （ルーブリック） 

 項目 比 Ａ Ｂ Ｃ D 

１ 研究課題解決に向けて、振り
返り、改善することができる。 

１ 適切である 概ね適切である やや適切でな
い 

適切でない 

課題発見・改善力 

２ 研 究 課 題 に つ い て 論 理 的
に分析し、解決に向けた見通
しを立てること 
ができる。 

１ 論理的に述べ
ている 

概ね論理的に述
べている 

やや論理的で
ない 

論理的でない 

分析力 

３ 研究課題について追究し、
発信することができる。 

１ 具体的で適切な 
実践を述べて
いる 

概ね適切な実践
を述べている 

やや不適切な
実践を述べて
いる 

不適切な実践
を述べている 

実践力（課題解決力）・発信力 

４ 自他判別性 
（資料・引用の適否と扱い） 

１ 資料の選択・引
用方法が適切 

概ね資料の選択・
引用方法が適切 

資料の選択・引
用方法がやや
不適切 

不適切 

5 記述（誤字、文体の統一） 1 適切である 概ね適切 やや不適切 不適切 

課題の趣旨 分量 課題提示時期 提出締切日(予定) 

① 修了発表会を参観して（入学

前レポート１） 

A４ １頁程度 

1000～1200 字程度 

前期12月～ ４月３日（金） 

② 研究課題に関連する先行研究

の整理（入学前レポート２） 

A４ ３頁以内 前期12月～ ４月３日（金） 

③ 自己の課題及び研究テーマに

ついて 

A４ ２頁以内 ４月中旬予定 ５月中旬予定 

④ 自己の課題及び研究テーマに 

ついて【③の修正をする】 

A４ ２頁以内 ６月上旬予定 ７月上旬予定 

⑤ 実践論文中間発表会を終えて A４ ２頁以内 ９月上旬予定 10 月末日予定 
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５ 短期履修学生の修了までの主なスケジュール（予定） 

  修学前後サポートプログラム 実践論文 講義等 

１月

２月

３月 

 ◆ 入学前教育プログラム 

・①入学前レポート１ 

・②入学前レポート２ 

 

 

先行研究調査 

 

４月

５月 

第

１ 

Q 

・入学式・ガイダンス 

・③短期履修レポート課題３ 

 ◆教育実践研究へのアプローチ（１Q/土/５） 

  

６月 

７月

８月 

第

２ 

Q 

・ ④短期履修レポート課題４    

 

    ・集中講義 

９月 夏 

休 

・実践論文中間発表会（各校）   

10 月 

11 月 

第

３ 

Q 

・ ⑤短期履修レポート課題５    

 

12 月

１ 月

２月 

第

４ 

Q 

 ◆実践論文完成、指導教員への提出 

・実践論文抄録の提出（１月中旬） 

・実践論文発表会（２月上旬～中旬） 

 

３月 修

了 

・実践論文本体（製本等）の提出 

・学位授与式（３月中旬） 

 

  ◆修了後フォローアッププログラム（希望者のみ）  

 

 


